
従業員のやる気を把握し効果的に人材を育成する 

「NOMA ワーク・モティベーション測定調査」のご紹介 

 

              

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「NOMA ワーク・モティベーション測定調査」のご紹介 申込書               Ｈ27．6．23（火） 

 
  

  

所在地 〒   － 

 

 

  

TEL(    )    －     

FAX(    )    －     

◆日 時： 平成２７年６月２３日(火) １４：００～１７：１０ （１３：４０受付開始） 

 ◆参加料： ３,０００円 （１名様・消費税込） 

 ◆会 場： 大阪科学技術センタービル内（大阪市西区靭本町１－８－４） 

 ◆対 象： 民間企業の人事・教育担当者 

◆講 師：公益社団法人国際経済労働研究所 専務理事 統括研究員 

株式会社応用社会心理学研究所 研究顧問 

◆定 員： 限定５０名（先着順）           ◆主 催： 

【開催にあたって】
 

※参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。 
①参加券の発送などの事務処理 ②本紹介セミナーのテーマに関連する情報の提供 ③セミナー・イベントなど上記以外の本会事業のご案内 
なお、③がご不要の場合は□にチェックしてください。--- □不要 
 

【開催概要】
 

人事・教育担当者様向け 

ＰＲセミナー 

 

会社が意識調査をするきっかけや目的は、様々です。例えば、実態を把握するために、「パワーハラスメントに関する

アンケート」を行ったとします。紙１枚、５問程度の簡単なものです。しかしこのとき、従業員の間には、「会社は今、

パワハラを気にしているんだ」というリアリティ（皆が共通して持っている認識）が広がります。その上でアンケート

をとっても、正確な数値を得ることは困難です。気温や体重のような物理的な測定と異なり、従業員の意識調査は、主

催者（多くは会社、経営トップ）からのメッセージとして受け止められ、その従業員の意識自体（＝現実）に影響を及

ぼします。本来、企業組織が行う従業員意識調査は、このような影響を踏まえた上で、調査項目を設計し、そして調査

結果を読み取り、分析する必要があるのです。 

そこで今回は、従業員の意識を正確に数値化し、組織の意識実態を把握するために開発された、ワーク・モティベー

ション測定調査のご紹介をいたします。これまでの一般的なモラール・サーベイでは、回答者に質問者の意図がわかっ

てしまい、本音の回答が得られないまま結果を活用するしかありませんでした。ワーク・モティベーション測定調査に

は、この問題を解決する測定技術が導入されています。さらにこの技術で測定されたワーク・モティベーションは企業

業績と関連することも見いだされています。ぜひこの機会にご参加いただき、従業員意識調査についての理解を深め、

今後の人材育成計画にお役立ていただけますと幸いです。 

従業員の意識を定量的に分析し、より良い人材育成に活用する！ 

参加者氏名
（ フ リ ガ ナ ）

 所属・役職 
会社名
（フリガナ） 

【申込方法】：下記の参加申込書に必要事項をご記入の上、ファクシミリ送信にて下記へお申込ください。折り返し参加券と請求書
をお送りします。（参加申込は参加券の発送にて確認させていただきます。不着の場合は、必ず前日までにお電話でご
確認ください。） 
※キャンセルについて：開催日の 3営業日前からは受講料の 30%、開催当日は 100%をキャンセル料として申し受け 
ます。なお、当日まで連絡なくご欠席の場合も、100%のキャンセル料となりますので、あらかじめご了承ください。 

FAX ０６－６４４１－４３１９ 一般社団法人日本経営協会関西本部 経営開発 G 行 

【お問合せ先】：一般社団法人日本経営協会 関西本部 経営開発グループ  
〒550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4 大阪科学技術センタービル 5階 ＴＥＬ：06-6443-6963 

八木
や ぎ

 隆一郎
りゅういちろう

 氏 

 



【講師プロフィール】 

 

   

 

 

 

 

    

 

【プログラム】 ※休憩は適宜とります。 

時間 内容 

14：00 オリエンテーション（事務局より） 

14：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16：30 

 

16：50 

 

 

１．意識調査の特性と限界を知った上で、活用するには 

    ・社会心理学の知見から 

    ・意外と知られていない、アンケート調査の落とし穴 

 

２．ワーク・モティベーションを測る 

    ・本質的な仕事への欲求と、アメ・ムチによるやる気の関係 

    ・モティベーションを指標化し、そのバランスに着目 

   

 ３． ３２０組織／２２３万人のデータ解析から明らかになったこと 

・企業業績・企業文化とワーク･モティベーションの関係 

・制度・施策とワーク･モティベーションの関係 

・ヒト重視？ カネ（収益や財務）重視？ 二項対立を超えて 

 

 ４．内発的ワーク・モティベーションを高めるための各種研修プログラム 

のご紹介 

 

17：00 まとめ／アンケート記入（事務局より） 

 

 

 

 

 （注）本セミナーは、企業人事・研修ご担当者向けのＰＲセミナーです。測定調査概要のご紹介が中心となります。また、

教育研修機関のご参加はご遠慮頂いております。 

※研修プログラムの例 

★部下の動機づけを学ぶ「リーダーシップ研修」 

★組織の知恵と力を引き出す「ファシリテーション研修」 

★職場活性化のための「モチベーション・マネジメント研修」 

★働きやすさに繋がる「タイムマネジメント研修」 

★将来のキャリアビジョンを描かせ、やる気を引き出す 

「キャリア開発研修」 

八木 隆一郎 （やぎ りゅういちろう） 氏 

「NOMA ワーク・モティベーション測定調査」のご紹介 

日本経営協会 
大阪科学技術センター 

１９８７年関西大学大学院 社会学研究科 博士課程（社会心理学）修了。専門は社会心理学。動機づけ、組織論、働き

がい、ライフパタンなど研究分野は多岐にわたる。全国の主要労働組合が参加した国際経済労働研究所第30回共同意識

調査ON ・I・ON（オニオン）２をまとめ、 ON ・I・ON研究会などの研究グループを主宰。研究の傍ら、龍谷大学で教鞭を 

とる。日本社会心理学会では自主シンポジウム『社会心理学における「産・労・学」協同の可能性』を研究メンバーとともに 

発表。さらに２００７年５月には全国約１３０社（当時）のデータからワーク・モティベーションと企業実績の関係の実証的研

究結果を公表、また 2014 年９月にはリーマンショック後のデータから最新知見を発表し労働界のみならず産業界

からも注目を集めている。 

【お問合せ先（会場のご案内）】
 

 

関西本部 経営開発グループ 

〒550-0004  

大阪市西区靭本町1-8-4  

大阪科学技術センタービル 

TEL：06-6443-6963 

FAX：06-6441-4319 


